
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年 10月７日（月） 

北海道中札内高等養護学校幕別分校 校長室より 

10月は、1年生と 2年生が宿泊を伴う行事が予定

されています。今から、グループでの活動の準備で、

真剣な話し合いが進められています。大丈夫かな・・・。 

自分で決めて、友達の意見を聞いて考えて、誰もが

楽しめる時間となるよう配慮して・・・。考えること

がたくさんです。 

幕別分校の後期始業式が行われました。久しぶりに出席した生徒

たちは、気持ちを新たにスタートしようという雰囲気が感じられま

した。休み明けに生徒たちを見ると毎回うれしくなります。 

この日、生徒たちには「羽田空港の清掃のはなし」をしました。

羽田空港は世界一きれいな空港です。その背景には、「楽しく清掃を

している人たち」の存在がいるというお話です。清掃って楽しいの？ 

なぜ清掃を楽しいと思えるの？と思う人も多いことと思います。 

 

 

羽田空港で清掃に携わる新津さん

という方は、「人と協力すること」で、

自分だけではできなかったことがで

きる、という瞬間も多いのだとか。 

 幕別分校は「清掃」が作業学習の 

大きな目玉です。自慢の作業学習です。生徒たちは３年間の間に、高い技術を身に付けて卒業し

ていきます。道具の使い方、仲間との連携方法など、これまでやってきた「そうじ」とは違い、

高い技術を習得していきます。 

 清掃だけではなく、仕事が楽しいと思えるのはどういうことでしょう？達成感、充実感、驚き、

喜びなどのプラスの感情がそこに生まれることなのでしょう。 

仕事が楽しいと思えるためには、「できなかったことができた実感」「誰かのためになった実感」

をもつことが必要です。仕事を楽しい、と思える人に育った生徒は、もっと高い技術を習得した

いと思うはず。もっと喜んでもらえるように頑張りたいと思うはず。 

決して厳しいだけの職場では、継続して仕事をすることはできないと思っています。幕別分校

では、後期も様々な作業の中で、もっとやりたいという気持ちを育てていきます！ 


